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※施工前に施工要領書の内容をよくお読み下さい。

※各ページの  ご注意！  及び９ページ、１０ページの注意事項・免責事項もよくご確認下さい。

安 全 上 の 注 意

・副資材または推奨の両面テープと接着剤を

使用して施工して下さい。

落下の恐れがあります。

・建築基準法・火災予防条例などの法令・

法規に従って施工して下さい。

火災の恐れがあります。

・切断作業時には、粉塵が発生しますので、

防塵マスクや保護メガネ等を使用して下さい。

健康を害する恐れがあります。

・高所作業での足場の確認、および安全帯の

使用を徹底して下さい。

ケガの恐れがあります。

■化粧板製品名

■施工用資材推奨品

製  品  名 マットカラーのキッチンパネル
不 燃 認 定 ＮＭ-８５７７ 

表 面 仕 上 げ ＵＶ硬化型高硬度塗装 

接着剤 

両面テープ 

ボンドＭＰＸ-１，ボンドＭＰＸ-７（コニシ株式会社） 

セキスイボンド♯７５（積水フーラー株式会社）

ボードロックＳＦ（セメダイン株式会社）

パネルボンドＭＫ－７２０（株式会社タイルメント）

ボンドＴＭテープＷ１（コニシ株式会社） 

ダブルタックテープ♯５３２Ｓ（積水化学工業株式会社） 

ボードテープ３１０（セメダイン株式会社） 

ボードタック（株式会社タイルメント） 

！

マットカラーのキッチンパネル
 施工要領書 

・ビス、釘等で化粧板を施工することは出来ません。カケ、クラックの原因となります。

ご注意！ 

金具を取り付ける場合は、化粧板に下穴を開け、直接下地と金具を固定するなどして、化粧板に負荷がかからないように

・冬季等、低温で接着しにくい場合は、接着剤、両面テープを温めてからご使用下さい。

・突き合わせの施工は出来ません。

・金具取り付けの際に、化粧板が変形したり、ビスが化粧板に触れると、クラックが発生する可能性があります。

・お取り扱いによっては、クラックがはいることがありますので、本書をよくご確認の上、十分にご注意下さい。

・クリーンルームには、ご使用にならないようお願いいたします。

して下さい。

・浴室や外装には、使用できません。
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■クリーニング方法

化粧板の日常のクリーニングは、以下の通りに行って下さい。

【日常のクリーニング方法】 

柔らかい "ウエス" か "スポンジ" で水拭きをした後、水分を拭き取って下さい。または、 

中性洗剤を水で薄めたもの（中性洗剤：水＝１：１００程度）で軽く拭いた後、水拭きを行い、 

水分を拭き取って下さい。 

ご注意！ 

・磨き砂、金属たわし、ナイロンたわし、研磨剤入り洗剤は、傷やつや変化の原因と

なりますので、使用しないで下さい。

・汚れが取りにくい場合は、無理に乾拭きせずに水拭きや中性洗剤で拭き取り下さい。

乾拭きで強く拭くと、艶が変わります。

■落ちにくい汚れに対するクリーニング方法

落ちにくい汚れについては、以下の方法を参考にして下さい。

汚 れ クリーニング方法

鉛  筆 
上記、日常のお手入れより濃くした中性洗剤（１：２０～５０）で 

拭き取り、水拭き後、水分を拭き取って下さい。 

手  垢 同 上 

水性マジック 同 上 

油性ボールペン 無水アルコールで軽く拭き取り、水拭き後、水分を拭き取って下さい。 

油性マジック 同 上 

靴  墨 同 上 

クレヨン 同 上 

口  紅 同 上 

 

・汚れが落ちない場合に強く拭くと艶が変化する場合があります。

ご注意！ 

・アルコール，シンナー，除光液で表面を擦ると艶が変わります。

汚れを取るために使用せざるを得ない場合は、部分的に使用し、軽く拭き取って下さい。
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■保管に関する注意事項

●直射日光や湿気の多い場所を避け、風通しの良い屋内に保管して下さい。

●地面への直置きは避け、平らな場所でパレットなどの上に平積みして下さい。

壁などに立てかけると、反りやクラックの原因になりますので、絶対におやめ下さい。

●反り防止のため、製品の上にはあて板を置いて下さい。

●傷つき防止のため、化粧面には合紙やフィルムをあてて下さい。

●パレットには、製品の荷重に耐えうる十分な厚みの敷板を使用して下さい。

■持ち運びに関する注意事項

●鋭角な器物との衝突や角当ては損傷の原因となります。

●持ち運ぶ際には、２人作業で化粧板がたわまないように、立てて持ち運んで下さい。

●化粧板は引きずるとキズの原因となります。

●化粧面の一部を支点として取り扱わないで下さい。支点の化粧面にクラックが入ることがあります。

●化粧板はたわむとクラックの原因となりますので、ゆすりや振りまわしはしないで下さい。

■その他の注意事項

①使用場所に関する注意

・常時、水分に接するような使用は避けて下さい。

・凍結する可能性がある場所には使用できません。

・玄関、トイレ等の水に浸される可能性がある場所に施工する場合には、化粧板はたたきから

５０mm 以上上げてお使い下さい。

・天井への施工は、９１０mm×１８２０mm（３’×６’）板までとし、安全のため２人作業として下さい。

注意：浴室内には使用しないで下さい。 

②施工時、作業時に関する注意

・高所作業での足場の確認及び安全帯使用を徹底して下さい。

・局部荷重や衝撃により割れることがありますので、重量物を載せたり上に乗ったりすることは

お避け下さい。

③廃棄時に関する注意

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき許可を受けた業者で適正な処理を行って下さい。
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（２）コンロの側面及び背面から化粧板まで１５０mm 以上離せない場合、化粧板とコンロの

間に防熱板を設置して下さい。防熱板は、コンロから５０mm 以上離して下さい。

正面 

ガスコンロと化粧板との距離が近いと、コンロの熱や、加熱された鍋やフライパン等が触れる 

ことで化粧板の表面に変色や焦げが発生する場合があります。特に業務用コンロの場合は 

強い火力が予想されます。コンロ側面、背面と化粧板とは２００mm 以上間隔を取るか、防熱 

板を設置して下さい。以上の条件を満たしても、火が直接化粧板に当たらないようにご注意 

下さい。（変色や焦げが発生しても不燃性能には影響ありません） 

※コンロの周囲の壁面構造も各自治体の火災予防条例などにより規制されますのでご注意下さい。

■免責事項

①本施工要領書に記載した取扱い注意事項が行われずに発生した不具合

②施工業者による施工、取扱いに起因する不具合

③建物の構造・振動・下地の変形・老朽化等、弊社の製品以外の外的要因により発生した不具合

④使用者もしくは第三者の故意または過失による不具合

⑤引き渡し後、構造・性能・仕様等の改造を行い、これに起因する不具合

⑥地震・台風等の天災、火災等の特殊要因により発生した不具合


